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インド
西部地震
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ビ
ル
倒
壊
、
救
出
作
業
続
く

　
　
Ｔ
一
ュ
ー
デ
リ
ー
2
6
目
共
同
］
倒
壊
し
て
粉
々
に
な
っ
た
ビ
ル
の
現
場
で
、
ク
レ
ー
ン
や
手

作
業
で
読
く
救
出
作
業
。
肉
親
の
安
否
を
心
配
首
に
見
守
る
住
民
宍
Ｔ
。
憲
法
記
念
員
リ

パ
ブ
リ
ソ
ク
デ
士
の
二
十
六
日
朝
、
イ
ン
ド
面
部
を
中
心
に
同
国
全
土
を
襲
っ
た
地
震
は
、

首
都
で
の
軍
事
パ
レ
ー
ド
な
ど
国
家
の
威
信
を
示
す
は
ず
だ
っ
た
年
に
一
度
の
「
特
別
な
祝
日
」

を
暗
転
さ
せ
た
。
（
１
面
に
関
連
記
事
）

　
西
部
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
の
中

心
都
市
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
で
は

十
五
余
り
の
ビ
ル
や
ア
パ
ー
ト

が
倒
壊
、
が
付
ぎ
の
中
か
ら
遺

体
が
運
び
出
合
付
石
変
に
、
遺

族
の
悲
痛
な
声
が
上
が
っ
た
。

テ
レ
ビ
の
取
材
に
笞
え
た
往
長

け
「
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大

き
な
揺
れ
が
続
脆
危
な
い
と

2
6
日
、
強
い
地
腹
が
襲
っ
た

パ
キ
ス
タ
ン
の
ハ
イ
デ
ラ
バ

ー
ド
で
倒
壊
し
た
ビ
ル
の
が

れ
き
の
中
か
ら
生
存
者
を
探

す
人
々
（
Ａ
Ｐ
＝
共
同
）

分
か
っ
で
い
で
か
岫
か
り
逃

げ
出
せ
な
か
っ
た
」
と
恐
怖
を

語
る
。
地
言
の
ほ
と
ん
ど
起
き

な
い
こ
の
地
域
で
快
建
物
の

附
設
対
策
は
皆
無
に
近
い
。

　
款
出
作
業
や
彼
言
状
況
把
屋

で
陣
頭
指
揮
を
と
る
州
当
局
者

は
「
電
話
な
ど
通
信
回
線
が
ず

た
ず
た
で
お
手
上
げ
だ
」
と
、

い
ら
立
ち
を
証
左
な
い
。

　
国
営
テ
レ
ビ
は
地
震
後
も
バ

ブ
パ
言
目
柏
ら
が
出
席
し
た
首

耶
言
Ｉ
デ
リ
ー
で
の
軍
事
バ

レ
ー
ト
を
延
々
と
報
道
、
す
ぐ

に
坤
一
言
下
芭
の
速
報
合
戦
と
な

⊇
鋲
間
テ
レ
ビ
と
の
違
い
が

目
貢
っ
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が

医
師
派
遣
検
討

円
本
赤
十
字
社
は
二
十
六

目
、
地
震
で
大
古
な
被
害
が
…

で
い
る
イ
ン
ド
の
ゲ
ジ
才
▽

ト
州
に
医
療
チ
ー
ム
を
懸

し
、
現
地
で
医
療
活
動
を
サ

こ
と
を
決
め
た
。

　
派
遣
さ
れ
る
の
は
熊
手

十
字
病
院
の
宮
臼
田
医
大

（
四
四
）
ら
十
三
人
。
五
人
は
一

十
七
日
、
十
人
は
二
十
八
［

に
出
発
す
る
。
期
間
は
約
一

週
間
で
、
仮
設
診
療
所
玉

液
し
け
が
人
な
ど
の
手
告

を
行
う
。

　
ま
た
犬
規
換
な
火
山
朧
右

切
迫
し
て
い
言
イ
ン
ド
ネ
言

の
ゾ
ャ
ワ
隔
に
半
七
日
、
Ｊ

査
の
た
め
医
師
丁
ハ
を
派
言

言
。

　
一
方
、
日
原
医
療
ボ
ラ
言

ィ
ア
団
体
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
四

山
市
）
も
二
十
六
日
、
イ
言

に
医
師
を
派
遣
す
る
こ
と
言

肘
し
て
い
る
。
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